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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細粒黒雲母花崗岩である庵治石の石粉から染色剤を製造する方法であって、
前記庵治石の石粉をタンニンを含有する柿渋溶液に混合し、
該混合液が、上から、上澄み液の層と、色がついた液体層と、ケイ素を主成分とする白色
層と、残渣層と、が形成されるように保持し、
該複数の層が形成された混合液から前記色がついた液体層を分離し、鉄の含有率が最も高
く、カルシウムの含有率が二番目に高く、該カルシウムの含有率についでカリウムとケイ
素の含有率が高い液体染色剤を得る
ことを特徴とする庵治石を原料とする染色剤の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、庵治石中の成分の分離方法、庵治石を原料とする染色剤の製造方法、庵治石
を原料に含むブルーライトカットガラスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　織物や衣服などでは、繊維を染色剤によって様々な色や模様に染めて見栄えをよくする
ことが行われている。かかる染色剤には、動物、植物から抽出した天然色素である天然染
色剤や、化学的に合成した合成染色剤がある。現在では、コストや所定の色に染めやすい
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等の理由から、天然染色剤よりも合成染色剤が一般的な染色剤として使用されている。
【０００３】
　一方、天然染色剤は、所定の色に染めることが難しいという問題はあるものの、染めら
れたものに独特の風合いを生じさせることができるという点で優れている。現在、天然染
色剤として、藍やクチナシ等の植物由来のものが一般的に使用されている。
【０００４】
　近年では、両染色剤の利点を生かすために、草木染色剤などの天然染色剤と化学染色剤
の組み合わせで繊維材料を染色する技術も開発されている（特許文献１参照）。特許文献
１には、この技術を利用すれば、天然染色剤による染色の色調や多彩な色調を呈しつつ、
高い堅牢性を有する染色を実現できる旨の記載がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３６３３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、天然染色剤には、動物、植物から抽出した天然色素以外に、鉱物由来の染色
剤（鉱物染色剤）もある。かかる鉱物染色剤として、黄土や赤土・赭土・弁柄などから採
れるものが知られているが、鉱物染色剤は他の天然材料に比べて種類も少なく、利用され
る機会も少ない状況にある。
【０００７】
　庵治石や種々の石材を切り出したり石材を加工したりする際には、多量の石粉が発生す
るが、利用価値が少なく、現状では産業廃棄物として廃棄されている。しかし、かかる石
粉中には種々の鉱物や鉱物以外に有効活用できる物質が存在している。
【０００８】
　したがって、庵治石等の石粉から、鉱物や鉱物以外の物質を分離できれば、鉱物は染色
剤の材料として利用できる可能性があり、鉱物以外の物質も種々の用途に利用できる可能
性がある。
【０００９】
　また、庵治石等の石粉から鉱物や鉱物以外の物質を分離せず、石粉をそのまま利用する
ことができればより活用の範囲が広がる。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑み、庵治石の石粉から有効成分を分離できる庵治石中の成分の分
離方法、独特の色合いに染めることができる庵治石を原料とする染色剤の製造方法、庵治
石中の成分の分離方法および庵治石を原料に含むブルーライトカットガラスを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法は、細粒黒雲母花崗岩である庵治石の
石粉から染色剤を製造する方法であって、前記庵治石の石粉をタンニンを含有する柿渋溶
液に混合し、該混合液が、上から、上澄み液の層と、色がついた液体層と、ケイ素を主成
分とする白色層と、残渣層と、が形成されるように保持し、該複数の層が形成された混合
液から前記色がついた液体層を分離し、鉄の含有率が最も高く、カルシウムの含有率が二
番目に高く、該カルシウムの含有率についでカリウムとケイ素の含有率が高い液体染色剤
を得ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　第１発明によれば、庵治石の石粉と柿渋溶液を混合することによって、液体層に石粉中
の鉱物が柿渋溶液と反応して形成された庵治石由来の色素を含有させることができる。そ
して、かかる液から庵治石由来の様々な色素を含有する染色剤を製造することができる。
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すると、かかる染色剤を用いて繊維等を染めれば、非常に優れた色合いの染物を製造する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の庵治石中の成分の分離方法の概略フローである。
【図２】（Ａ）は原料の庵治石粉の写真であり、（Ｂ）は柿渋溶液の写真である
【図３】（Ａ）は庵治石粉を柿渋溶液に混合した直後の混合液の写真であり、（Ｂ）は庵
治石粉を柿渋溶液に混合して静置して発色した状態の混合液の写真である。
【図４】庵治石粉を柿渋溶液に混合して長時間静置した混合液の写真である。
【図５】本発明の庵治石を原料とする染色剤によって染色された糸の写真である。
【図６】本発明の庵治石中の成分の分離方法に使用した庵治石の石粉の成分分析表である
。
【図７】本発明の庵治石中の成分の分離方法によって分離された鉱物を含有する液体層成
分の分析表である。
【図８】本発明の庵治石中の成分の分離方法によって分離されたケイ素（シリカ）の層成
分の分析表である。
【図９】庵治石の石粉を入れたブルーライトカットガラスの分光計測測定結果のグラフで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　庵治石（地域団体商標）は、香川県の庵治町・牟礼町にまたがる八栗五剣山山麓で採れ
る細粒黒雲母花崗岩であり、石英・長石を主成分とし、少量の黒雲母と角閃石を含むもの
である。
【００１５】
　本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法は、上記のような庵治石の石粉を染色剤
の原料としたことに特徴を有している。
【００１６】
　本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法によって製造された染色剤の用途はとく
に限定されない。例えば、織物や糸、紙、革等を染める染色剤として使用できる。また、
ペン等のインクや塗装材料などの染色剤として使用することができる。
【００１７】
（本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法）
　本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法では、本発明の庵治石中の成分の分離方
法によって染色剤を製造する。つまり、従来廃棄されていた庵治石の石粉を使用して、こ
の石粉中に含まれる鉱物から染色剤を製造する。
【００１８】
（庵治石中の成分の分離方法）
　まず、本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法で採用する、庵治石中の成分の分
離方法を説明する。
【００１９】
　図１に示すように、本発明の庵治石中の成分の分離方法では、まず、庵治石の石粉を混
合する柿渋溶液を準備する（図２（Ｂ）参照）。
　この柿渋溶液は、天然の柿渋汁や市販の柿渋汁などの柿渋原液を水で薄めたものである
。例えば、市販の柿渋汁（例えば、中部サンデー販売 (株)：柿渋）であれば、１０倍程
度に薄めれば、タンニンの濃度が染色に適した濃度に調整された柿渋溶液を得ることがで
きる。
【００２０】
　なお、柿渋原液となる天然の柿渋汁は、渋柿をすりおろしてフィルターで濾して製造す
ることができる。
【００２１】
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　つぎに、庵治石の石粉（以下、単に石粉という）を準備する（図２（Ａ）参照）。この
石粉は、その粒径等はとくに限定されないが、ある程度細かいものが望ましい。例えば、
庵治石の切り出しや加工の際に発生した石粉を使用することができる。
【００２２】
　石粉と柿渋溶液が準備されると、柿渋溶液に石粉を入れてある程度攪拌して、混合液を
形成する（図３（Ａ）参照）。そして、石粉を入れた状態のまま混合液を静置すると、混
合液に石粉中の鉱物由来の染色剤が溶け出して、混合液は元の状態から色が変化する。
【００２３】
　混合液をある程度の期間で静置すると、混合液中の固形分が沈殿して、混合液中に複数
の層が形成される。具体的には、図４に示すように、上から、液体層と、ケイ素（シリカ
）を主成分とする層（白色の固体からなる層）と、その他の物質の層（残渣層）に分離さ
れる（図３（Ｂ）、図６～図８参照）。
　なお、白色の個体からなる層が、特許請求の範囲にいう白色層に相当する。
【００２４】
　さらに混合液を静置すると、液体層は、上澄み液の層と、色がついた液体層と、に分離
されるとともに、液体層から固形分の分離が進行する（図４参照）。そして、液体層から
固形分が十分に分離されれば、庵治石中の成分の分離が完了する。この液体層中の色がつ
いた液体層が本発明の染色剤となる。つまり、この色がついた液体層を分離したものが、
特許請求の範囲にいう液体染色剤に相当する。
【００２５】
　なお、混合液は、液体層から固形分が十分に分離されるまで静置してもよいが、液体層
が所望の色になれば、その状態で液体だけを取り出したり、濾過や沈澱分離等の方法を使
用して混合液から固形分を除去したりしてもよい。
【００２６】
　そして、本発明の染色剤に糸などを浸漬すれば、本発明の染色剤中の染色剤が糸などに
結合するので、糸などを染色することができる（図５参照）。そして、糸などを染色剤に
浸漬する時間を調整すれば、糸などの染色状態を調整することができる。例えば、図５で
は、右から左に向かって、浸漬時間を長くしたものであるが、浸漬時間を長くすることに
よって、染色した糸などの色の濃さを変えることができる。
【００２７】
　以上のように、本発明の庵治石中の成分の分離方法を使用すれば、柿渋溶液を調整し石
粉と混合して静置するだけで、今までにない色合いを有する、庵治石由来の天然の染色剤
を製造することができる。しかも、産業廃棄物として廃棄されていた石粉を、染色剤の原
料として有効活用できるので、産業廃棄物の量を減らすことができる。
【００２８】
　そして、石粉に含まれる鉱物の量は、石粉を発生した石の性質によって変化する。庵治
石は花崗岩であり、黒雲母や錆石等の複数の鉱物が含まれているが、各鉱物の含有量、各
鉱物の含有割合によって染色剤の色が変化する。すると、石粉を単体で使用したり、数種
類の石粉を混合して使用したりすることによって、特色のある色合いの染色剤を製造する
ことができる。したがって、本発明の庵治石中の成分の分離方法によって製造された染色
剤によって糸などを染めれば、独特の風合いを有する染物を製造することができる。
【００２９】
　しかも、本発明の庵治石中の成分の分離方法では、染色剤だけでなく、石粉からケイ素
の割合が多い白色の粉を回収することができる。この粉は、純度はそれほど高くないもの
の、ケイ素の割合が多いので、種々の材料の原料として使用できる可能性がある。
【００３０】
　また、残渣層の物質も、コンクリートの骨材などとして使用できる可能性がある。
【００３１】
　なお、液体層はそのまま染色剤として使用してもよいが、液体層の水分を除去して染色
剤をゲル状や固体状にしてもよい。この場合、染色剤は、水分が除去されているので、取
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り扱い性を向上することができるし、保存性もよくなる。そして、水分を除去した染色剤
に水を加えれば、元の状態の染色剤の状態とできる。
【００３２】
（染色剤ができる理由）
　本発明の庵治石中の成分の分離方法によって得られた液体が染色剤となる理由ははっき
りとしないが、以下のように考えられる。
【００３３】
　柿渋にはタンニンが含まれているので、柿渋溶液にも多量のタンニンが含まれている。
このような柿渋溶液に石粉を混合すれば、石粉中の鉱物が柿渋溶液中のタンニンと反応す
る。すると、石粉から柿渋溶液中に鉱物（金属）が溶けだして、この鉱物とタンニンが強
く結合して発色する。したがって、タンニンと結合して発色するようになった鉱物が色素
となって染色剤ができると考えられる。例えば、図７に示すように、鉄分が多く含まれて
いるので、この鉄分が発色を生じさせていると考えられる。
【００３４】
（石粉とタンニン溶液の混合割合について）
　本発明の庵治石中の成分の分離方法において、石粉とタンニン溶液の混合する割合はと
くに限定されない。しかし、本発明の庵治石中の成分の分離方法によって得られた液を染
色剤として使用する場合には、タンニン液と庵治石の石粉を適切な混合割合で混合すれば
、繊維等を染めたときに、非常に優れた色合いの染物を製造することができる。
【００３５】
　例えば、市販のタンニン原液を５～１５％に希釈したタンニン液２００～１０００ｍｌ
に対して、庵治石の石粉８０～４００ｇを混合すれば、本発明の庵治石中の成分の分離方
法によって染色剤を製造することができる。また、市販のタンニン原液を８～１２％に希
釈したタンニン液３００～８００ｍｌに対して、庵治石の石粉１００～３００ｇを混合し
ても、染色剤を製造することができる。とくに、市販のタンニン原液を浄水器によって浄
化された水によって１０％に希釈したタンニン液５００ｍｌに対して、庵治石の石粉２０
０ｇを混合した場合には、本発明の庵治石中の成分の分離方法によって綺麗な青色の染色
剤を製造することができる。
【００３６】
（染色剤の色合いの調整）
　そして、タンニンの濃度や種類、石粉の量や石粉の種類、柿渋溶液と石粉を混合してい
る時間等を調整すれば、染色剤の色や色の濃さ等を調整することができる。例えば、保持
しておく時間を変化させれば、薄紫～藍色まで少しずつ違った色の染色剤を製造すること
ができる。また、異なる種類の石粉を混ぜて使用すれば、その混合割合によって、染色剤
の色を変化させることができる。
【００３７】
（石粉と混合する溶液について）
　石粉と混合する溶液は、上述した柿渋溶液以外の溶液を使用することもできる。例えば
、本発明の庵治石中の成分の分離方法において、タンニンを所定の量以上含む溶液（タン
ニン溶液）を使用しても、本発明の庵治石中の成分を分離でき、上記のような染色剤を製
造することができる。この場合、タンニン溶液に含まれるタンニンの種類（縮合型（カテ
コール系）か加水分解型（ピロガロール系））もとくに限定されない。
【００３８】
　とくに、染色剤を製造する場合には、添加物を含まない柿渋液を使用すれば、発色状態
を良好にできるので、好ましい。また、タンニン溶液に含まれるタンニンの種類が異なれ
ば、鉱物との結合状態などが変化するので、タンニンの種類を変えれば、染色剤の色を変
化させることができる可能性がある。
【００３９】
（柿渋溶液と石粉の混合について）
　庵治石中の成分を分離する場合には、柿渋溶液と石粉を混合した混合液は、混合した状
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【００４０】
　一方、染色剤を製造することを目的とする場合であれば、混合液は混合した状態で連続
的または間欠的に攪拌してもよい。とくに、柿渋溶液と石粉を混合した際にしっかりと両
者が混合するように攪拌し、その後は静置する方が発色性を良くしたり、柿渋溶液に溶け
だした金属成分が凝集などして柿渋溶液から分離することを防いだりする上では望ましい
。
　また、柿渋溶液と石粉は、常温で使用する方が発色性を良くしたり、柿渋溶液に溶けだ
した金属成分が凝集などして柿渋溶液から分離することを防いだりする上では望ましい。
【００４１】
（ブルーライトカットガラス）
　上記例では、庵治石の石粉に含まれる成分を分離して利用する場合を説明したが、庵治
石の石粉をそのまま使用する原料として使用することも可能である。
【００４２】
　庵治石の石粉を混合してガラスを製造することは、香川県出身の芸術家、杉山利恵氏が
世界で初めて成功した。杉山利恵氏は、独自の手法で庵治石の石粉をガラスの材料に混合
して処理することによって、非常に美しい青色のガラス（さぬき庵治石ガラス）を製造し
、現在も数々の作品を創作している（参考ホームページ：さぬき庵治石硝子：http://aji
-glass.jp/）。
【００４３】
　本発明者は、前述したさぬき庵治石ガラスには、ブルーライトをカットする機能を有す
ると考えて分析を行った。すると、図９に示すように、さぬき庵治石ガラスは、一般のガ
ラスよりはブルーライトをカットする効果が高くなっている。しかも、さぬき庵治石ガラ
スは、市販されているブルーライトカットガラスよりはブルーライトをカットする効果は
低いものの、濁りの無いクリアな見え方となることが確認された。つまり、市販されてい
るブルーライトカットガラスは、ガラスを通して景色などを見たときに景色が黄色がかり
濁ったような見え方になるが、さぬき庵治石ガラスを通して景色を見た場合、景色を濁り
が無いクリアな状態で見ることができる。
【００４４】
　したがって、従来産廃としていた庵治石の石粉を原料として使用してガラスを製造すれ
ば、ブルーライトをカットする効果があり、しかも、ガラスを通して濁りが無いクリアな
景色などを見ることができるガラスを得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の庵治石中の成分の分離方法は、庵治石中の成分を分離して回収する方法として
てきしている。
　また、本発明の庵治石を原料とする染色剤の製造方法は、織物や糸等を染色する染色剤
や、ペンなどのインキや塗料の染色剤を製造する方法に適している。
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